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狼が来る！

　と、人を惑わせた少年の末路のように

はなりたくない。だから、普段は扇動的

な物言いや、流行をひねくり出すような

活動はしないことにしてきた。しかし確

かに昨今の社会の状況の変化は、当方が

過ごしてきたこの40年強の人生のなか

でもっとも大きなものだ。社会、ひいて

は世界が方向性をいまだ持ちえず、さま

ざまな思惑がマグマのようにうごめいて

いる。安定した建築像はすでにとっくの

むかしに崩れた。こういう時それぞれの

主体はどのように動けばいいのか。等比

級数的にかけあがる情報や課題の多さの

なかで、その舵を決定することは難しい。

むしろ現在の問題群をいかに整理すべき

なのかを考えるべきであり、それだけで

もたくさんの新しい特集ができてしまう

だろう。

　当方は、建築学会がいままで築いてき

たさまざまな学の蓄積を母体として、な

お社会への積極的な働きかけを行いたい

という会長の呼びかけに大いに賛同し

た。そのような目標に対して、『建築雑誌』

に一体どんな底力があり、なにを、どこ

までできるのかを、きちんと試してみた

いと思った。そのような経緯でこの1600

号に到達せんとする、『建築雑誌』の編

集長の重責を引き受けたのである。

伊東忠太の改名論から

　「雑誌」とは文字どおり雑なものである。

しかしこの雑っぽさというのは、ぞんが

い建築の本質に肉薄する言葉である。

　1894年に建築史家･伊東忠太が学会改

名論
★

を提起した。「造家」から「建築」

への改名である。学会はこれを受けその3

年後に自らの名前を変更した。以降私た

ちはこの「建築」の枠組みのなかにある。

しかしこの「建築」という言葉は一筋縄

ではいかない、いわば雑ぱくなものだ。

　伊東が提起したその内実は、きわめて

巧妙である。伊東は改名論を造家／建築、

学／術を掛け合わせたマトリックスで展

開した。

　そして彼が造家を用いず、建築をアー

キテクチャーの訳語に引き当てようとし

た理由がまことに興味深い。彼いわく「造

家」「建築」ともアーキテクチャーの真

正の訳語足りえていない。とはいえ、わ

い小な創造性を意味する「造家」よりも、

むしろその茫漠さゆえ
0 0 0 0 0

に消極的に「建築」

を選ぼうというのである。

まぼろしの「協会」案

　これはどういうことか、当時「建築」

は建造物のみならず、鉄道の敷設や、ひ

いては電線をひく行為にも用いられた広

い工学的用語だった。その意味でアーキ

テクチャーと「建築」とは大きくずれて

いる。そんな用語にアーキテクチャーを

ひきあてようというのだ。つまり伊東の

本当の狙いには、単なる意匠を建造物に

おいて凝らすことのみならず、建て築く

あらゆる行為に芸術概念を潜ませようと

する広大な野望があったように思う。ゆ

えに「建築」はそのはじまりから雑ぱく

な領域を相手にする覚悟を秘めている。

当方はこのような「建築」が含む領域の

「雑さ」に大いに共感する。そしてこの

ような態度は関係領域が拡大しつつある

「建築」の現在においてこそ有効だろう。

　さらに伊東は述べる。建築は学のみな

らず術において実現するものであるか

ら、「学会」を廃止し「協会」とすべき

ことを。

　つまり彼の本当の主張は「建築」によ

るアソシエーションであった。この主張

はその過激さゆえに受け入れられること

なく忘れ去られていった。しかし、ここ

にも学会が今後進むべき方向性がすでに

込められていたと思う。それは学を基本

として、さまざまな実践を含みうるよう

な組織体というイメージである。これも

いわば学に対する雑を含むものである。

当方はこの伊東の思いを「建築」の「雑

誌」という、いわば「雑」の二乗におい

て、編集委員とともに着実にかつ挑戦的

に成果を出していきたいと思う。

建築雑誌2010の趣意

　それゆえ、2010年からの2年間の『建築

雑誌』の活動目標は以下のとおりである。

･学を主体とした関連領域とのアソシ

エーションによる編集

･「建築」に関連する諸分野の新しい地

図作りと人物発見

･問題提起、提案型……対立軸をきちん

と紹介し、読者自身の検討の場所を産み

出すこと

･これまでの建築型の評価と整理

･「開かれた学会」のためのひとつの方

策として存在すること

　これらを実現するために討論的座談を

行い、かつ有名無名･ソフトハードを問

わず国内外の諸地域で生まれている建築

的諸課題や活動を果敢に紹介検討する予

定である。国内の最新の情報のみに関心

を向けていると情報強者のつもりが情報

弱者になってしまうような世の中なので

For the vagueness of "Kenchiku"
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ある。

　また「開かれた学会を」という要求は、

学を中心とする学会において常に要求さ

れる側面である。しかしその「開かれ方」

は単に、口あたりの良い企画を行えば達

成されるというわけではない。いま学会

が何を課題にして、それに対してどのよ

うに行動しようとしているかをきちんと

開示するということが、最低限すべきこ

となのだろう。果敢な一般社会のジャー

ン学部人間環境デザイン学科教授／作品に「秋

野不矩美術館ほか」（藤森照信＋内田祥士）、「東

洋大学実験工房」（久米設計＋内田祥士）、「妙寿

寺庫裏」ほか／著書に『東照宮の近代─都市と

しての陽明門』

後藤 治　Osamu Goto

1960年生まれ／建築史･保存修復／工学院大学工

学部建築都市デザイン学科教授／「歴史的建造

物の価値　発見と創造」をテーマに研究室の活

動を行っている／著書に『建築学の基礎6　日本

建築史』『都市の記憶を失う前に』（共著）ほか

陶器浩一　Hirokazu Toki

1962年生まれ／構造家／滋賀県立大学環境科学

部環境建築デザイン学科教授／エンジニアリン

グとデザインのよりよき関係を模索して活動中

／構造設計作品に「キーエンス本社･研究所ビル」

「積層の家」「清里アートギャラリー」「ハンカイ

ハウス」ほか

トム・ヘネガン　Tom Heneghan

1951年ロンドン生まれ／ AAスクール卒業／東京

藝術大学教授／ 1994年日本建築学会賞（作品）

受賞作品「熊本県草地畜産研究所」の設計を任

される1990年までの14年間AAスクールで教鞭を

執り、その後も世界各地で講義を展開／ 2001年

から2009年まではシドニー大学の建築学科長を

務めたのち現職／国際的な賞を30以上受賞

西澤英和　Hidekazu Nishizawa

1951年生まれ／建築構造･文化財保存修復／関西

大学建築学科准教授／鉄骨構造･耐震工学･歴史

的建造物の構造対策や保存修復に関する研究調

査が専門／著書に『BASICによる建築構造計算I・

II』『地震とマンション』ほか

委員

饗庭 伸　Shin Aiba

1971年生まれ／都市計画･まちづくり／首都大学

東京都市環境学部准教授／共著に『住民主体の

都市計画』『まちづくり教科書』ほか

赤松佳珠子　Kazuko Akamatsu

1968年生まれ／建築家／ CAt（シーラカンス ア

ンド アソシエイツ トウキョウ）代表取締役／パー

トナー／家具や住宅から小学校、大学キャンパス

など、国内外問わず、大小さまざまなプロジェク

トに取り組む／著書に『CULTIVATE』（共著）

市川智子　Tomoko Ichikawa

1974年生まれ／イラストレーター／絵を描くこ

と、モノゴトをよく見ることを通して大事なこ

とを発掘･工作･伝達するのが仕事／著書に『愛

と哀しみのル･コルビュジエ』、絵の仕事多数

伊藤俊介　Shunsuke Itoh

1969年生まれ／建築計画･環境行動論／東京電機

大 学 情 報 環 境 学 部 准 教 授 ／ 学 校 建 築 を 主 な

フィールドとして研究／共著に『建築地理学』

／訳書に『エコロジーのかたち─持続可能なデ

ザインへの北欧的哲学』ほか

勝矢武之　Takeyuki Katsuya

1976年生まれ／建築家／日建設計･NSD ／現代社

会において、建築が何をもたらし、何を救い、

何を開きうるのかを、理論と実践を通じて追求

していきたい／近作に「木材会館」「乃村工藝社

本社ビル」ほか／共著に『1995年以後』ほか

2010-2011年『建築雑誌』
編集委員会構成

委員長

中谷礼仁　Norihito Nakatani

1965年生まれ／歴史工学家／早稲田大学理工学

術院建築学科准教授／編集出版組織体アセテー

ト主宰／建築学会･伊東忠太資料整備に貢献。現

在における過去の影響を探る歴史工学を提唱。

独自に編集出版なども行う／著書に『セヴェラ

ルネス 事物連鎖と人間』ほか

幹事（顧問）

中村敏男　Toshio Nakamura

1931年生まれ／『近代建築』、鹿島出版会を経て、

1971年から1995年まで『a+u』編集長／忘れら

れてしまったJ. Guadet, G.Umdenstock, A.Lurcat, 

E.Arnaud, A.Gutton や P.Schultze-Naumburg, 

G.Steinmetzの「建築論」に目を通すのが夢です

幹事

伊勢崎賢治　Kenji Isezaki

1957年生まれ／国際政治学者／早稲田建築 吉阪

隆正研究室出身。「平和」を産業にしたい！ ／著

書に『武装解除　紛争屋が見た世界』ほか

糸長浩司　Koji Itonaga

1951年生まれ／環境建築共生デザイン／日本大

学生物資源科学部教授／自然と人が無事に生き

つづけられる建築･都市･農村環境を人々と一緒

に考え創造する／共著に『地球環境時代のまち

づくり』『地域環境デザインと継承』『パーマカ

ルチャーしよう』

内田祥士　Yoshio Uchida

1955年生まれ／建築家／東洋大学ライフデザイ

注
★—「アーキテクチュールの本義を論じて、
その訳字を選定し、わが「造家学会」の改名を
望む」（『建築雑誌』90号、1894）
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ナリストたちにも応えられるようなレ

ファレンス（出典）としての雑誌づくり

をもめざしたい。

　以下が、このような編集長の過大な要

求に応じて集まってくれた、呉越同舟の

編集雑人たちである。

　あ、それからもうひとつ。開けにくかっ

た『建築雑誌』のビニールパッケージに

ミシン目をつけた（ビニール耐力の関係

で1冊の場合のみ）。

　ミシン目の両側から両手をつかって開け

てみてほしい。簡単に開けられるだろう。

この小さな改良に気づいて、ページを開く

読者が少しでも多くなることを願いたい。


